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前橋市は、関東平野の北叫に位駁し、北に亦城Itl、仲に榛名帖と妙義山の上毛二山、   

市内中火を■l‡川二に利根川が流れ、挿‖こ広く関東平野の広がるl三l然にあふれた都市です。  

「水と緑と詩の町」として文化を育て、l∫‡然を守りつつ発展を続けてきました。  

本箱の歴史は、現在今から2ソJ8千年前までさかのぼることができます。特に古墳時   

代には東国の小ノL、地として多くの‾古墳が造られ、現在も史跡として残されています。  

また、この他は火l1I噴火による被＃を多く′受けてきた地域でもあります。代表的なも   

のでも4世紀、6世紀、12世紀、用槻紀の噴火による被寺旦手が記録されています。  

前橋市南部・南西部はいまも広く水l二Ⅰlが広がる地域でありますが、‾－1－イじも水lIlが作ら   

れていた地域になります。ハ代の水l11は度韮なる火l仙境火の灰や岬石に睨もれましたが、   

そのたびに当l時の人々の努力で薇Il＝lされ、現布に至っています。  

川曲毘沙門前追跡は、前楠■lい有川の川…‥町にあり、周辺は水＝が広がっています。特   

別養護避人ホーム建設に伴い、訊据相認調査を行ったところ平安時代末期の1108年の浅   

＝り山のl戊！t火によるB雌石で理もれた水川跡が検山され、伽在が困珊な地ノ∴・こについては、   

記録保存のための発掘調査を実施しました。  

発掘調査につきましては、耶業者である祉会福祉法人滝川会より調査の各場面での御   

協力をいただき、調査がl射けに行われましたことを厚く感謝申し．卜げます。  

本報告善が、地域の1】lイじ史の椚明の一助になれば辛いです。  

平成10年11月  

前橋市棚蔵文化財発抑調査団   

団 長 渡 辺 勝 利   
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抄  録  

かJ）Jがりぴし1′しんJえいセさ  

1．本報告脊は、特別雅護茂人ホーム建設に伴う川l‖りじ沙l‖揃遇跡党抑制査報告斡である。  

2．本遺跡の遺跡コードは10A84である。  

3．調査主休は、前棉市理職文化財発裾調査用である。）  

4．発掘調査の要J紬ま次のとおりである（）  

訓  イた J劫  桝  肌馴山Ⅲ柄lいl川‖町5こi6他  

党 掘 訓＋琉≡ 沌り ‖月＋・平成10年4ノj17lニト5lく成10年5JJ271一  

整理・車齢一律：作成用川り  平成10咋5‖2馴二卜竹戊10咋‖Jj201Ⅰ  

発掘・整理担当ポ▲ 林 イ首也・相川賞之（前榔冊鳩文化財猫抑制剰寸朋査イ系）  

5．本書の頂稿歌舞・鋸狛ま林・矧lIが行った。  

6．発抑制査・整理作業に係ったノノ々は次のとおりである。   

赤村忠彦・イ湖義夫・芋卜木 操・岸フクエ・渡木秋丁・湯浅たま江・圭鋸先遣子  



Ⅰ 調査に至る経緯   

本選跡の発掘調査に関して、平成9年11月19l．1付で社会欄触法人 指川会 設立代表者 柳井米蔵より川l…町  

地内の特別養護老人ホーム建言投工斗＝こ伴う理蔵文化財試帆綱査イ衣頼が前橋1け教育委員会に提山された。これを受  

け、l叶年12月11日同数育委員会文化財保護謀で試裾鯛査を実施したところ、本調査地は遺跡地であることが判lリJ  

した。そこで、剛鉦椒者▲と協試・調当窪を行い、10年3ノ」241三Ⅰ、同イ釦禎者よりl司教育委員会あてに本発相調査の依  

柚がなされた。同数育委員会が糾織する前橋市棚職文化財党朝潮闇洞＝まこれを受諾し、4月171≡1両者のIJりで本発  

州別査の委託契約を締結、りJ2作Ⅰ、現地での党抑制査を閻始するに至った。なお、遺跡名称「川曲毘沙門前遺  

跡」の「比沙l■り前」は‖封地織の小字者．を採川した。  

Ⅱ 遺跡の位置と環境   

川仙毘沙門前遺跡は、約24000年前に浅関山の爆発によって引き起こされた火両眼流堆積物とそれを被接する  

ローム層（水成）から成り立つ前橋台地＿l∴に立地している。本遺跡が所在する前橋市川曲町536他は、利根川  

の右岸に位惜し、粗相卿こ〕二から直線距榔で約4k‖lほど榔れた同市の1打西部にある。本選跡の北東150111には沌川  

が、1叫方約1kI11には染谷川が商流している。付近の棟商は約92～93111で北叫から南i如こかけて緩やかに傾斜して  

いる。周辺は水川にl非ほれており、のどかな‖l軋風景のIt■に耕作を僻む人々の姿を多く見受けることができる。   

しかし、－・ガ、遺跡のすぐ南は商崎用（甜≡l町）との境糾こあたっており、約250111北に県道井野停車場練、  

約1klll南には関越Ⅰ…t動串追跡1脊インターチ ェンジと交差する県道商略・駒形線が来西に走り、往来の交通量も州  

当なものである。また、周即＝こは高等学校、短大など学校施設が址ち並ぶlい、大利根l軋地の南西部として宅地開  

発が抑し進められつつある。   

本道跡付近には、l二l高遺跡をはじめ勝H退潮、抑】tl境遺跡、前弁糾LI遺跡、西島避潮、柳橋遺跡、稲荷遺跡等の  

と削りB峰ホ層下から水川址が検‖された追跡が数多く認められる。これらの小には条里制の坪を形成する一町削  

帽の大Il鮒岬が確認された遺跡もあり、当時、本遺跡周辺に広く条±Il肌に基づく水川耕作が展l科されていたことを  

うかがわせる。  

PL．1 調査区全県（北東より）   
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16 柳橋追跡  
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14 箱＝卜境j出跡  

博 一射一占遺跡群  

7 卜新＝追跡  

11二J】二反‖】l追跡  

1511了†鮎川追跡  

19†面相追跡  

ドig．1川Ill‖じ沙門前遺跡周辺遇㈲堰  



Ⅲ 発掘調査の方法と経過  

1 方  法  

委託された調奔箇所は、赦地面榔のうちの址物部分で、総而机は2か所のlい鹿部分を除いた2，6301112である。  

グ1）ッドについては、4‖lピッチでIJLfから束へXl、X2、X3……、北から初へYl、Y2、Y3…‥・で表し、  

グリッドの呼称は北西杭のタ．称をイ則I＝ノた。なお、X23・Y12の国家厘帆ま、壬捌X系のX＝38952．000‖1、Y＝  

－6980．000‖1である。また訓査は鞠≠から衣十柚■jり、遺構碓認、杭打ち、追構抑り■卜げ、赴構梢宜、全㍍与貞、  

遺跡仝休測二jll：の川田こ打った。匝＝巾作成は平板・簡易遣り力測量で行い、ニト要な帖岬の断面等はスケール1／20で、  

遺構仝イ刺冥＝ま1／100で作成した。   

2 経  過  

平成10年4＝271l、．粧奔区1‡ⅧlJ■軒鵜より爪牒（バックフォー0．411f）による衣・卜州削を闘輸した。規制：作卜を  

25、65（・m州り卜げたところで、層卑：平均B（、川の浅l川Ⅰう軽イl●（八s－Ⅰミ：110鋸＝降l、▲）、その甘卜に平安時代の水‖  

排作遇脚川lが現れた。約1i馴りでぬt二川i’川を終え、続いて鋤簾、移柵ごてによる遣桃柵由こ新手した。樹木の移  

軌跡など多少のカクラン部分は見られたものの、遺構の械〝状況は比較的良好で作葉は川ri朋に捗った。   

5Jj卜旬に人るころには、1幸‖ヒ5本、東西9本の畔畔とそれらから構成される16枚の水l＝両及び土坑2北を椰  

認することができた。そして、5Jj22日にハイライダーによる隠跡全損＃賞据彬を尖施した。彿抑困軸昭附則iミ  

の二日Hからは、他に追御用lは見られる部分は鼎に碓認できなかったため、測掃∵匝川棚り裁定■jノ後の5日27‖に現  

地での余刑奔を終了するに空った。   

その後、γ成10年5ノ」2引lから肱甘帖閥聴こおいて軸門井作成に仙ナての整理作業を行い、11ノJ20仁けべての  

作業を終■」′する迎びとなった。  

PL．2 吐畔全県（北より）  PL．3 水口（北より）   



Ⅳ 基 本 屑 序   

本遺跡の基本層序榔粧裾引机Iiで観察した。層けは場所により伸輔状況の差異はあるが基本「机ニドig．2にホし  

た通りである。遺構は衣⊥から約35（：t－1のところに川淵ける浅…‖j怖イ「に覆われた桝から検‖された。  

親水11t排作二卜。  ー1．11田夫也∴l川・ウ。   

Il．明赤褐色砂賀上層。   

‖．∧s－1ミ純帆，  

1V．∧s－1i鉄分凝附凱  

V∴照射蛸け汁層。  

Vl．褐灰色批＿卜抑で尋。  

平安糊代水＝椰認址）  

6・l購甘初蛸の棟γ－ニッ棉火  

Ill灰（‖1、一－－－111∧）を右∴l二含   

む。   

4・肛紀中軸の沌刷C悼イI●が  

主体。  

橙祖色の鉄分沈殿職人（－   

ⅥⅠ．灰色砂暦二卜ノ円。  

Ⅵtl．1抑大仏粘椚二卜屑。  

】X．灰仁悌㌧椚二卜屑。  

Fig．2 基本上層図  



Ⅴ 遺 跡 の 概 要   

川曲昆沙ド＝）了†逝跡では平安Il折代末期の浅‖り‥llリtt火（大仁元年・110糾ミ）に伴う恨イイ（As－B酢mで陣没した  

水川址が碓認さゴtた。ノlく＝遺構■l仙封州非作二トート‘の約20～65cIllにあり、良好な桝で約20c‖lのAs－B峰石純何により  

捜われていた。   

朋奔lさこからは東西と南北に仰びる1唾‖咋とそれらに州まれた水Illlさ二面が検＝された。検川された榔‖附甘東西カIrり  

が9本、南北帖‖叩カて5本の計14本であり、柵造は勅抑舶＝半カ㌻卜柑50～60（：Ill、卜」幅21、37cI11、水川面からの比高2  

、8cm、束のニⅠ仁方付二に対して0～70であり、南北Il脚半カ「卜帽45～73cm、卜仰18～46cm、水川面からの満さ2～  

6州、北の二lリノ●位に対して4～60と粁l二の違いがみられた。また、】l脚■一価号8については調査区西側から22．5  

1日廿近より南側に別れている吐岬が碓認された。これを吐畔の作り称えと判断し、残りのよいほうを新、恋いほ  

うをmとした。水llは、吐畔番号1と14から1箇所づつ検‖された。   

水川址は161オ曲が検山され、四方をIljl州ミで州まれた水l＝卯亘は水川番ぢ・3のみである。本遺跡の水‖l対面は、  

3の区画が牒ノノ形であることやIl舶岬の走行、畦岬の形態などから長方形であると推測される。また、北西の′rJの  

標高92．05111を撮高地点として南火の殉の株高91．75‖1を擬低地点とする約30川の比拭差を測ることができ、北西  

から袖束にかけて約3．57／1000の勾配であることが椰記された。   

朋査区南傾から二1∴坑が2基検州され、そのうち1裁からは半載された右が＝二卜した。また、二l二器数点が収集さ  

れたが、その多くは後世の流れ込みによるものとみられる。  

T∂b．1 水田址計測表  

／ 皿   ロ        SI：  水 口   
l  X2（）、27．Yl、2  （88．72）  （27．12）  S－】   

2  X25、27．Y 2、5  （80．24）  11．50  （8．04）  （6．48）      92．04  

X2l、25．Y 2、5  179．48  11．38  軋78   17．78  17．88    92．01  92．03  92．02  

ロ  X17、2l，Y 2、4  （109．64）  9．74  （14．82）  （2．86）    92．05    92．05  

5  X21、27，Y5、8  （223．96）  （6．2′り  （16．54）  （25．68）  

田  X17、20，Y2、8  （16l．22）  （6．17）  （12．44）  （‖．85）    92．02  

ロ  X15、27．Y8、12  （639．74）  （5．52）  

8  X27、28，YlO～12  （5．27）  （5．d5）  （2．3」）  9l．91  

n  X27～28，Y12、13  （7．73）  （1．36）  （2．32）  

10  X15、27，Y12、14  （300．56）  （4」う7）  （20．08）  （47．82）    9】．92  

皿  X25、28，Y‖、17  （103．86）  （臥87）  （8．35）  91．88  

四  X15、25，Y14、17  （215．I7）  （臥85）  （24．52）  （20．08）        91．87  

13  X27、28．Y18、19  （4．61）  （1．馴）  （2．70）  9l．82    S－1   

皿  X15～27，Y16、19  （145．31）  （l．90）  （33．32）  （32．72）        91．8l  

15  X27、28，Y19、2l  （35．47）  （7．（）2）  （2．7〔））  

16  X16、27，Y18、2l  （こi31．84）  （7．92）  （ニi3．32）    91．81  

紬）衣の記戦は以下の基準で行った。   

①水川面相の許山については1／100の1舶「れl二でブラニメーター（lコーラー械式・レンズ1いによる31日1計測の平均佃を仙  

川した。なお、小数点以下3桁は川拾Jl‘人した。   

⑦水川の両用の埴位はm2、各粧畔の長さは‖l、確認仰＝よ（）で示した。   



Tab．2 畦畔計測表  

C川   clll N i S ; IS i W 

X20～2－7．Y 2   37   58  5  N－900－Iミ  

X25  ，Y2、5   6  田  N－ 60－ E  

3   X20～21，Y2、6   26   5  3  N－ 40－Ⅰミ  途小不l刈   

X17、27，Y4、5   29   56  6  N－970－1ミ  

5   X22、27，Y8   28   50  8      N－920－ r；  途lい不lリJ   

6   X17、20，Y7、8   27   57  6  N－920－Ⅰく  途中不lリJ   

7   X27  ，YlO、13   46   73  ロ  田  N－ 50－Ⅰミ  

8   X15、28，Yll、12   39   60  ロ      N－900－ E  斯   

8′   X15、28，Yll、12   23   46  3  N－9dO－ E  旧   

9   X19～24，Y14   27   58  巳  N－920－Ⅰ王  

10   X25 ．Y16、17   18   田  田   N－ 4 0－ 一三  

X2」、27，Y16、17   6      N－940－Ⅰミ  途中不明   

X】5、20，Y16～17   21   6  N－930－1王  途中不l”   

13   X27  ．Y19、21   28   田  ロ   N－ 4 0－Ⅰミ  途小不l”   

X19、28，Y18、19   30   58   田  ロ  N－930－】こ  

識）表の記賊は以1i●の基準で行なった。   

（D各力■＝］は1／100のl到面」二で畦畔の芯々削を計測し常山した。   

（参上幅、下帽、高さについてはそれぞれの平均仙である。   



Ⅵ ま と め  

川棚毘沙門前遺跡の所在する前橋台地周辺は、1970仲代から1980年代にかけて、＿l二越新幹線や関越l］動中道の  

建設、あるい はそれにl周逃する開発小葉に伴い、商崎川などを小心に人規損な八代水川11l二の発掘調査が盛んに行  

われてきた地域である。大八木避跡や1：偶逝跡をはじめとする調査の成来が、県内のホ代水l丑址研究を確立させ  

たといってもよいだろう。これら・一辿の調査研究の進力引こより、掛二As－B（津川B瞳井上1108咋）によって規  

没した水川址は条州川に基づくものとする見方が定新した。近咋調査の行われた柳橋遺跡、稲荷遺跡においても、  

条州iりに起因すると推定される区制、またはその－▲郎が検‖されている。As－B下水‖址が検山された本遺跡に  

おいても、この条里制との関連牲を追究していくことが、その訓査成来を語る＿卜での主たる誹題となるであろう 

川州毘沙ド＝〕耳遠跡から検＝された水‖址は、平安時代末州（矢仁元咋：1108年）、粗抑」川蛮火の際に降りそそ  

いだAs－Bによって拙没していた。現在、平安‖寺代の水川址は645年の大化の改新以降推進された律令制に基づ  

く二卜地制度■li▲にあったものと考えられている。この二L地制度が条ごl江  

別であり、その基本的なあり方は11ab．3に示したとおりである。  

As－B‾卜水什Ⅰ址の発抑においては、この小で特に1町（約109111）  

井桁の1’rl㈲（1坪）を構成する大畦畔（坪境畦叫）とその交点（坪  

交ノ∴い条里交点）の検州が条里水常1であるか省かの指楳とされてきた。   

今l＝lの発掘調査では、調査範囲が建物部分にl封ヰられたこともあり、  

指枠となる人畦畔の検■リ．1には至らなかった。しかし、各水川を1訓Ii  

する畦畔はほぼ束拘・南北に走行し、互いに寓交する規則性を維持  

していること、また水川の形状もすべて東西に長辺をもつ長ノ〃杉で  

あることなどから、条丑細りに起l∠（ける一一定の規格仲をもつものと考  

えられる。   

そこで、次に本遺跡における条！l！水Ilはしての■呼値件を周辺の党  

州粂川．交山の位開叔び現地衷条J‡ゝ遺構に照らして考えてみたい。   

本遺跡の所在する前橋台地周辺は、律令制度の‾卜、元総朴を小心  

とする同府の南に広がる水川地帯として機能していた地域である。つ   

冥l県、本道跡から南へ1k111疋らずの西島遺跡群や北川へ約2．5kmの  

11高遺跡などでは、数筒所にわたり条！tL交山が検‖されている。こ  

うした仙々の発掘調査をもとに、空掴写真などにより視認できる現  

代の地榔こ認められる条J」＝地割の才一減りを加l妹して、11了J嫡子り山に広  

がる条理．遺構を後元しようとする試みが行われてきた。   

そうした試みの－▲つに「高崎≠の発裾粂ニlIし交点と現地表条Jlも遺構」  

がある（註1）。これをもとに本遺跡と本道跡の最も近い条＝遺構  

である■西島遺跡との距榔を坪数で数えると、本遺跡が所用する坪は、  

西鳥遺跡の最北端‡の坪交山（付l到では⑬）を北西の殉にもつ坪から  

敢えて北へ3坪、火へ5坪のイ封附こあると推定できる ほl三2）。  

「1、ab．3 条J‡！模式慎＝こみられるように律令制■卜の条！】上は、租辺  

が6川（約10．8Ⅰ¶）で長辺が60閃の長ノノ形の耕地井10枚を長辺を接  

して亜べた長地出と短辺が12‖り（約21．6Ill）で長辺が30けi」の長ノJ▲形  

の耕地片を長辺を接して5牧鵡べ、さらにそれを2つ用辺を接して  

一里  2＿11〔   ：i【lと ＿＿◆  

2粂2．里  

4粂：川I   

＼   
川  

川  
≡十11 

田      田  

rl、ab．3 条里模式図   



並べるや研倒の2種敷ある。本閑雅l夏は東西約50‖1、南北約80Illと111り■ノノ一楕小‖こ入るため、本遺跡の区佃はぷ地  

狸と半研別のいずれにあたるか考察してみたい。   

本遺跡の南は前橋市と商崎市の用境舛紬、北と1凧こは道路がある。束は判然としないが南北に延びる道路の延  

長に水tllのIl脚半カ†ある。北と了抑は前述の「敲崎用の発掘条里交山と現地衷廃却遇脚」により坪境ガ判けしており、  

火の水t≡1判射岬と西の道路をかつての坪境と想定すると、Il脚－lミ7と8の交ノ∴・こから西へ約54nlに道路があり、火へ約  

56111に水川畦畔がある。榔畔7とBの交山をl卜L、に東西を足すと約110‖1となり、111け（約109111）とほぼ等しい  

数佃を柑ることができる。このことから本遺跡の水l川北は、吐岬7と13を小心とする嵯畔1から北（約23111）、  

Il舶岬1～5（約221¶）、吐畔5～8（約16．5‖1）、畦畔8～11（約19．5I11）、l脚’ド11から南（約24．5111）のや折別  

の傾向をもつものと考えられる。また、各畔岬のノ封句を平均するとN－900－Eとなり（許3）、ほぼ東西を基  

準にしたlさ二面を想定することができる。   

吐畔7と13は同一のものとみられ、畦‖岬10は本来吐岬7と13の延長上にあるべきものだが、作り称えられ現位  

ポ引二あると考えられる。その想定を前捉とすると、南北に走行するIlj・l州ミ2と3はイ酎加勺に東西七二判りを示すため  

の補助的なものと考えられる。）このことは畦‖1さド2と3、及び畦‖1さド7と10と13の形態の速いからも明らかである。  

すなわち、前者の上帽は平均25c】11に対し後者は平均30．6c‖l、l瑚動こ■卜順の判別6c】11に射し平均59c川と若十の違い  

がみられ、後者の方がしっかりとした造りである。平出な水tt川Iiを維持する必要牲から仕切られたのではないか  

と推測される。  

Il舶岬10と同様にl吐畔8′もIljl州ミ8に作り伴えられたと考えられる。本郷ま計酬l勺であろうl吐畔が作り称えられ  

ていることから、耕作の聞始‖凋jは不明だが本道跡の水l州よ良期刑にわたり耕作されたようである。   

調査区からは配水をうかがわせる川水路や満は検＝されなかったが、本道跡の北東約150111に沌川があり、そ  

こを眼水源としていた吋胎性が商い。また、Il圧岬」と‖からは水口が検‖されたが、他のIl脚冊、らは検糾されな  

かった。憎け流しの方法が取られていたのであろう。   

炎上It刷の地割りは、畿内をlトL、として、全回の神棚平野のほとんどの地域にいまなお残存し、地衣にあざやか  

な琉槻をとどめている。近年では、10・ljl胤後半から末になると水111だけでなく集落も条圭l∃淵」の他州りに規制され  

るようになり、現代の段村景糾を規定している条JIリ也割りが完成したと考・えられている（証4）。条里制地測り  

は後他の都市道路計画にまで影響を及ぼし、今トlの道路や水川の畦‖lさドにまで踏襲され、その名城をとどめている。   

今l戸lの調査では、本道跡を条里地割りと細定するには至らなかったが、これまで述べた通り、その形状、周辺  

地域の現況からその可恍牲は商いといえる（，今後の周辺地域の調査の進力射こより、本道跡を含めた地域における  

粂ユ‡捕りにかかわる解明がなされていくことを期待し結びとしたい。  

は三1） F群灼県史j 通史獅2 付l対81991、5  

（許2） 実線は「商崎宜の党裾条．1Ⅰし交山と現地表条朋遺構」によった。なお、点拙はそこから推測さ  

れる11町を埠位とするラインである。  

（許3） 新Il≡凧岬8および8′については新畦畔8の数仙を採った。  

（証4） 広漸刺雄 「条！朋川」 F考・ハ学によるl≡l本願史」161996、5   
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紬砂 締まり△ 粘作×  
糾1砂 締まり○ 附′iミ△  

机抄 紙まり△ 拙作△  
判l砂 締まり△ 粘性△  
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微妙 締まり○ 拙作◎ スジ頼の明狙色を含む  
微妙 締まり○ 粘性◎ 八s－Cを30％食む  

l． 耕作二1∴  

2． 明赤褐色  
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3一三1．As－Ii鉄分凝班屑  

4． 氾褐色粘質上層  
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机性◎ ∧s－Cを30％含む  
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ドig．4 畔畔断面‖冥I  
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」Ⅰ．＝92．0（l川  Dl一＝！）2．00111  

l．耕作土  紬砂 締まり△ 拙作×  

2．∧s－1ミ紙屑   机砂 締まり△ 粧件△  
3．畏槻色紬Ⅵl」円 微妙 締まり○ 枇性◎  
d．掲灰色朴質卜屑 微妙 締まり○ 拙作◎ スジ扶の明槻色を含む  

5．棋掲色紬質仙ぎi微妙 締まり○ 机畑◎ ∧s－Cを30％合む  

NIノ＝92．（川111  

KIノ＝†）2，（）t）tll  

Blノ＝（）2．川）111  

HIJ＝92．00111  

1．揖掲也新暦二卜什1微妙 締まり○ 拙作◎  
2．槻灰色粘質上屑 微砂 締まり○ 粘性◎ スジ状の明視色を含む  

：う．㍊掲色粘牲卜楢 微妙 締まり○ 粘畑◎ As－Cを30％含む  

0  り20  10cl11  

1Tig．5 帖畔断面l対  

ほ   
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緋沙 締まり○ 拙性△  

紺砂 締まり△ 粘性△  

紺砂 締まF）◎ 枇性△ As－Bを30％含む  

微妙 締まり○ 粘性◎  

微妙 締ま‡）○ 粘性◎ スジ状の明褐色を含む  

1．桝作ニヒ  紬砂 締まり○ 紬牲△  
2．明赤褐色  卿け沙 締まり◎ 粘性△  
3．As－Ⅰ∋紙屑  机砂 締まり△ 紬牲△  
4．黒褐色粘即土屑 微妙 締まり○ 相性◎  

D－1  

＿生l．＝92．仙11  

A L＝92．（川川  2  

l．排作二1二  緋沙 締まり○ 粘性△  
2，明褐色ニヒ層 紬砂 締まり△ 肘生◎  
3．赤禍也土層 帥抄 締まり○ 相性0  
4．噌青灰土屑 微砂 締まi）○ 粘性△ As－Bを含む  

1，幡灰色土偶  微砂 締まり△ 粘性△ As→1うを多抽に含む  
2．As－B鉄分凝塊間 組砂 締まり△ 粘性△  
3．黒褐色土偶  微砂 締まり◎ 粘性○  

0  り20  ユOcll）  

Fig．6 畔周㍉二Ⅰ＿剖析面図  
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